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主な内容
松戸市人事行政　運営等の状況の公表

平成18年度松戸市入札参加資格審査申

請（中間）の受け付け

情報公開制度・平成17年度上半期の実

施状況

②

③

④

①対象
市が行っている全事務・事業が対象で、

市立学校や消防、市立病院などの事務事業
も対象です。
②目標
平成14年度の温室効果ガス発生量を基準
にして、平成16年度から平成20年度までの
5年間で3.65 削減する目標を立てました。
○削減目標
二酸化炭素に換算した温室効果ガスの発

生量は、平成14年度の5万5,986㌧を平成

市では、平成16年度から「松戸市役所地球温暖化防止実行計画」を推
進し、市役所の全事務・事業から発生する二酸化炭素などの温室効果ガ
スを削減する取り組みを実施しています。
今回はその実行計画の概要と平成16年度の実績を報告します。市で実
施していることは、皆さんのご家庭や事業活動の中でも取り組めます。
この機会に、皆さんも地球温暖化について考え、行動しましょう。
環境計画課 366－7331

項　　　目 成果目標（H16年度～H20年度までの5カ年）
ア.電力消費量 平成14年度比5％以上削減
イ.燃料消費量（自動車を除く）平成14年度比5％以上削減
ウ.公用車自動車燃料 平成14年度比5％以上削減
エ.公用車走行距離 可能な限りの削減
オ.ごみ焼却処分量 平成14年度比3.4％以上の削減
カ.し尿・浄化槽汚泥処分量 平成14年度比14％以上の自然減
キ.水道使用量 平成14年度比5％以上削減
ク.廃棄物発電量 現状1,990ｋＷを2,238ｋＷまで増強
ケ.太陽光・風力発電導入 環境教育用に太陽光と風力の発電施設を設置

表1 電気・ガス等温室効果ガス発生源ごとの削減目標
20年度までに3.65%削減し、5万3,942㌧と
することを目標としています。
温室効果ガスを削減するために、右の表1
のとおり、電気やガスなどの温室効果ガス
発生源の使用量等を削減します。
③削減方法
市では各課、各センターの長を「実行責

任者」とし、また、その下に「エコ推進員」
を置き、「職員行動マニュアル」の実践をチ
ェック・推進しています。

●昼休みや始業前は、受付サービ
ス等業務に支障のない限り、完
全に消灯します。
●暖房温度は20℃を厳守します。
●市外出張時は、可能な限り公共
交通を利用します。
●年間を通じ、アイドリング・ストッ

プを徹底します。
●分別がしやすい商品を購入し、
分別を徹底します。
●消耗品、備品は、グリーン適合
品（環境負荷の低減に資する物
品・グリーン購入法による）を
購入します。

①行動マニュアル実践状況
行動マニュアルの実施状況（下の

グラフ参照）を見ると、窓際の消灯、
湯沸器使用自粛、公共交通の利用、
グリーン購入の実施率が9割を切っ
ており、今後の課題といえます。
②温室効果ガス削減状況
平成16年度の温室効果ガスの総発
生量（市の事務事業＋ごみ・下水な
ど）を、基準年度である平成14年度

と比較すると、表2のとおり0.4％増
加してしまいました。その主な原因
は「ごみの燃焼に起因する温室効果
ガス」の増加です。一方、電気やガ
ス、自動車燃料などに起因する温室
効果ガスは大きく削減できました。
なお、ごみの燃焼などを除いた、

市の事務事業部分だけを見ると、温
室効果ガスの発生量は表2のとおり
2.2％の削減に成功しました。

平成14年度 平成16年度
総発生量（市の事務事業＋ごみ・下水） 5万5,986㌧ 5万6,211㌧
市の事務事業による発生量 3万3,214㌧ 3万2,475㌧

増減
＋0.4％　
－2.2％

表2 温室効果ガス発生量比較
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地球温暖化対策を実行してい
る谷口幸子さん（松戸新田在住）
のお話

普段の生活の中
で、できるだけ手作
りを心掛け、また材
料選びに気を配って
います。安心してリ
サイクルできるもの
を選んで使えば、ご

みの減量につながります。
食事を作る時には、レンジや圧力

鍋をうまく使えば光熱費を節約でき
ます。さらに野菜は洗う前に使わな
い部分を切り落とすことで、水の節
約・ごみ重量の軽減になります。私

は土に戻しても安心な無農薬の野菜
をなるべく買うようにしていて、無
駄な部分を庭で堆肥化しています。
冷暖房の節約も心掛けています。

夏場はゴーヤ（ニガウリ）で日除け
を作り、また庭への打ち水を行いま
す。そのおかげで、毎年ほとんど冷
房を入れないで生活しています。
これから取り組んでみたい人に

は、手作りで何かを作ることをお勧
めします。出来合いのものではなく、
材料で買って、手間をかけて作って
みることによって、材料や調理方法
に関心を持ち、それが環境問題を考
えるきっかけとなっていくと思いま
す。

谷口幸子さん

平成16年度の実績

市役所が行っていることは、皆さんの家庭でも実施できます。例えば下表のよ
うなことをして光熱費を節約してみましょう。ここに掲載したことをすべて実施
すると、地球に優しい生活ができ、光熱費が年間で約10,000円節約できます。

製　品 省エネ行動 節約（年額）温室効果ガス削減（年間）
エアコン 冷暖房の温度を1℃弱く設定する 約1,700円 約32㎏

蛍光ランプ 白熱電球から電球形蛍光ランプに取り替える
（1日6時間点灯するものを替えた場合） 約2,000円 約37㎏

電子ジャー
炊飯器

ご飯の保温は6時間までに（3合炊いて1.5合
を冷蔵庫に保管し電子レンジで温めた場合
と、12時間保温した場合で比較）

約2,600円 約49㎏

車 急発進・急加速を止める（10㎞走行ごとに1
回急加速・急発進した場合の有無で比較） 約2,940円 約64㎏

※電力のデータは東京電力㈱パンフレット「でんこちゃんのなるほど省エネ！なっとく
BOOK」、車は 省エネルギーセンター「家庭の省エネ」大辞典第2版より引用

合計 ─ 約10,940円 約214㎏

冷蔵庫 冷蔵庫の開け閉めをできるだけ減らす（開閉
が多い場合と比較して） 約1,700円 約32㎏

実行計画の概要

職員行動マニュアルの主なものは、以下のとおりです
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） 市役所も行動しています！　
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◆職員の給与の状況
①人件費の状況（普通会計決算）

②一般職員給与費の状況（普通会計当初予算）

③職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成17年4月1日現在）

④職員の初任給の状況（平成17年4月1日現在）

⑤一般行政職の級別職員数の状況（平成17年4月1日現在）

⑥特別職の報酬等の状況（平成17年4月1日現在）

◆職員の任免および職員数等に関する状況
①部門別職員数の状況（平成17年4月1日現在）

職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員
（平成17年4月1日現在、9団体36人）等を含み、臨時または非常勤職員を除いています
（教育部門の人数には、教育長が含まれています）。

給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。標準的な職務内容とは、それぞれ
の級に該当する代表的な職名です。

人件費には、給料、報酬、諸手当、共済費等が含まれます。

「職員手当」には、管理職手当、扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当、特殊勤務
手当、時間外勤務手当等が含まれ、児童手当、退職手当を除いたものです。
※職員1人当たりの住民数は、職員が少なければ少ないほど数値が高くなります。松戸市
は、他市に比べ少ない職員数で市の仕事を遂行しています。

一般行政職は、税務職、福祉職、医療職、消防職、教育職、企業職、技能労務職等を除
いた職員。技能労務職は、自動車運転手、守衛、業務員、用務員、給食調理員等です。
給与月額とは、月々支給される給料と職員手当（期末・勤勉・児童・退職手当を除くす
べての手当）の合計です。

区分 住民基本台帳
人口（年度末） 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率

（Ｂ／Ａ）
（参考）15年
度の人件費率

16年度 (17.3.31)
467,650人

千円
106,820,108

千円
3,976,865

千円
29,382,012 27.5％ 28.7％

区　分 職員数
Ａ

給与費 1人当たり
給与費
（Ｂ／Ａ）

職員1人当たりの住民数
給料 職員手当 期末勤勉手当 計Ｂ 松戸市 県内市分平均

17年度 (17.4.1)3,128人
千円

13,853,989
千円

3,715,629
千円

6,153,230
千円

23,722,848
千円
7,584 149.5人 133.2人

区分
松戸市 国

初任給 採用2年経過日の給料額 初任給 採用2年経過日の給料額

一般行政職
大学卒 184,400円 198,600円

Ⅰ種179,800円 198,600円
Ⅱ種170,700円 184,400円

高校卒 148,500円 164,000円 138,800円 148,500円

区分　級 9級 8級 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級
計標準的な

職務内容
本部長
担当部長

担当部長
次　長 課長 補佐 主幹

係長 係長 主任主事 主事
技師

事務員
技術員

職員数 7人 32人 225人 134人 523人 229人 257人 118人 59人 1,584人
構成比 0.4% 2.0% 14.2% 8.5% 33.0% 14.5% 16.2% 7.5% 3.7% 100%

参
考

1年前の
構成比 0.5% 2.4% 13.8% 8.8% 31.9% 16.1% 16.9% 6.7% 2.9% 100%

5年前の
構成比 0.9% 2.2% 11.7% 9.6% 27.2% 17.8% 19.7% 9.1% 1.8% 100%

区　　分 報酬等月額 期末手当
市　長 1,050,000円

(16年度支給割合)

6月期　2.1月分
12月期　2.3月分
計　 4.4月分

助　役 860,000円
収入役 760,000円
議　長 720,000円
副議長 660,000円
議　員 590,000円

区　分 職員数 対前年増減数
大部門 中部門 平成15年 平成16年 平成17年 平成15年 平成16年 平成17年

一
般
行
政

議　　会 20 21 22 △ 1 1 1
総務・企画 471 460 480 △ 4 △11 20
税　　務 154 155 156 2 1 1
民　　生 725 724 715 1 △ 1 △ 9
衛　　生 299 288 295 △16 △11 7
労　　働 1 1 1 0 0 0
農林水産 17 17 17 △ 2 0 0
商　　工 26 26 25 1 0 △ 1
土　　木 322 306 303 △18 △16 △ 3
小　　計 2,035 1,998 2,014 △37 △37 16

特別行政
教　　育 634 622 602 △17 △12 △20
消　　防 507 507 505 △ 3 0 △ 2
小　　計 1,141 1,129 1,107 △20 △12 △22

公
営
企
業
等会

計

病　　院 920 924 933 △ 1 4 9
水　　道 29 28 26 0 △ 1 △ 2
下 水 道 83 73 65 △ 8 △10 △ 8
そ の 他 85 87 87 0 2 0
小　　計 1,117 1,112 1,111 △ 9 △ 5 △ 1

総合計 4,293 4,239 4,232 △66 △54 △ 7

以前から松戸市職員の給与を公表してきましたが、平成17年4月から「松戸市人事
行政の運営等の状況の公表に関する条例」が施行されましたので、今後は給与の公
表については、人事行政の運営等の状況の公表に合わせてお知らせします。
人事課 366－7306

時期・事由 年度当初採用 中途採用 合計 定年退職 合計
市長部局等 47 0 47 16 41 57
教育委員会 35 0 35 21 12 33
消防局 13 0 13 6 6 12
病院 52 10 62 46 8 54
水道 0 0 0 0 0 0
合計 147 10 157 89 67 156

※市長部局等には教育委員会を除く各行政委員会を含みます。

②職員の採用および退職の状況（平成16年度・16年4月1日～17年3月31日）
採用者数 退職者数

自己都合等退職

松戸市 一般行政職 388,920円 507,188円 46歳2月
技能労務職 310,114円 373,054円 47歳0月

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢区分
23年2月
14年2月

平均勤続年数

※紙面の都合上一部省略して掲載していますので、詳細は市のホームページ（アドレス
は1面右上参照）をご覧ください。

◆職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

勤務時間 始業時間 午前8時30分
終業時間 午後5時

週当たりの勤務時間 38時間45分
週休日 土・日曜日

①勤務時間
１週間当たりの勤務時間、標準的な勤務時間

職員の勤務時間および週休日は、原
則として左表のとおりです。また、国
民の休日および年末年始の期間（12月
29日～1月3日）も休日となります。た
だし、クリーンセンター・病院・消防
などの変則勤務体制の職場はこの限り
ではありません。

②休暇制度
①年次有給休暇 毎年1月1日に最高20日付与。翌年に20日まで繰越すことが可能

②特別休暇 結婚休暇、忌引休暇、夏期休暇、子の看護休暇、母体保護時間、
育児時間など

③介護休暇（無給） 配偶者・父母・子等が疾病・老齢により日常生活を営むにあたり
支障がある場合、一の疾病に対し180日間

④病気休暇 負傷・疾病にかかったとき、医師が療養に必要と認めた期間

⑤組合休暇（無給） 登録された職員団体の業務、または活動に従事する期間。暦年で
30日間

◆職員の分限および懲戒処分の状況
①分限処分の処分別人数（平成16年度）

分限休職処分者
数（延べ人数） 処分の種類 処分事由

市長部局等 38 休職 心身の故障（地方公務員法第28条第2項第1号）
教育委員会 11 休職 心身の故障（地方公務員法第28条第2項第1号）
消防局 5 休職 心身の故障（地方公務員法第28条第2項第1号）
病院 9 休職 心身の故障（地方公務員法第28条第2項第1号）
水道 0
合計 63

②懲戒処分の処分人数(平成16年度）
懲戒処分者数 処分の種類 処分事由

市長部局等 0

教育委員会 1 戒告 全体の奉仕者たるにふさわしくない非行
（地方公務員法第29条第1項第3号）

消防局 1 戒告 全体の奉仕者たるにふさわしくない非行
（地方公務員法第29条第1項第3号）

病院 0
水道 0
合計 2

◆職員の服務の状況
①年次有給休暇使用状況 ②育休・部分休業取得状況（平成16年度）

平均取得日数
（平成16年）

市長部局等 15.1
教育委員会 16.4
消防局 10.0
病院 12.2
水道 14.9

育児休業新規
取得者数

部分休業新規
取得者数

市長部局等 29 10
教育委員会 6 1
消防局 1 0
病院 25 0
水道 0 0

◆職員の研修および勤務成績の評定の状況
①研修の実績（平成16年度・人事課実施分）
区　分 研　修　内　容 コース数 人数
基本研修 役職および勤務年齢等に応じた基本的な知識・技能の習得 15 630
特別研修 特定の行政課題に対応するために必要な知識・技能の習得 8 514
実務研修 実務遂行に必要な知識・技能の習得 5 496

派遣研修 職務の専門的かつ総合的な知識・技能の修得のため専門機
関へ派遣 289 536

合計 317 2,176

②勤務評定の状況（平成16年度）
評定期間 平成15年10月1日から平成16年9月30日

対象者数 平成16年9月末日に在職する職員（臨時職員、非常勤職員、条件付採用期間
中職員等を除く）

被評定者数 3,303人

評定項目

独創性、理解判断力、評価力、指導監督力、職務知識、企画立案力、折衝
力、協調性、積極性、責任感、研究心、服務規律、正確性、仕事の早さ、
仕事の成果、応対力、言語表現力、文書表現力、計数力、勤勉性、即応性、
熟練性

◆職員の福祉および利益の保護の状況
公務・通勤災害件数（認定・申請）

公務災害 通勤災害
申請 認定 認定

市長部局等 14 11 6 5
教育委員会 8 8 1 0
消防局 5 3 1 1
病院 1 1 0 0
水道 0 0 0 0

申請

合計 28 23 8 6

国 一般行政職 329,728円 ─ 40歳3月 ─
技能労務職 285,008円 ─ 48歳1月 ─

◆公平委員会の業務の状況
①勤務条件に関する措置の要求の状況　　　　　　　　　　　　　　 …該当なし
②不利益処分に関する不服申し立ての状況　　　　　　　　　　　　 …該当なし



入札の対象とならない市発注の簡易修繕
（営繕）業務を希望する業者の登録を行いま
す。
登録を希望する市内業者の人は申請をし

てください。ただし、平成17・18年度の入
札参加資格審査申請、または松戸市簡易修
繕（営繕）業務受注資格審査申請をされた
人、および平成18年度（中間）の入札参加
資格審査申請をされる人を除きます。
受付期間2月1日 ～10日 （土・日曜日
を除く） 受付時間午前9時～11時30分、
午後1時～4時　会場市役所新館9階第2入札
室　対象市内業者（申請をする業種の施工
実績があり、技術または資格を有する松戸
市内に本店のある法人および個人事業者）
※申請書は市役所新館7階契約課で配布して
います(無料)。
※資格の有効期間は1年間です。

受付期間2月1日 ～10日 （土・
日曜日を除く） 受付時間午前9時～
11時30分、午後1時～4時　会場市役
所新館9階第2入札室　対象物品納入業
者（建設工事資材を含む）、委託業務
業者（設計・測量・コンサルタントを
含む）、建設工事業者（建設業者のみ
で物品納入業者および委託業務業者を
除く）
※申請書は市役所新館7階契約課（1部
500円）で販売しています。
販売時間午前9時～午後4時30分

（土・日曜日・祝日を除く）
※中間年の受け付けですので、資格は
1年間です（平成17・18年度で手続
き済みの場合は、申請は不要です）。
※申請内容に変更があった場合には、
その都度変更届が必要です。

契約課 366－1151
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市
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会

12
月
９
日

午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場
市
役
所
新
館
五
階
市
民
サ
ロ
ン

傍
聴
定
員
先
着
十
人

※
会
議
事
項
の
う
ち
、
特
定
の
個
人
が

識
別
で
き
る
も
の
は
非
公
開
と
な
り

ま
す
。

※
入
居
者
選
考
委
員
会
と
は
、
市
営
住

宅
入
居
者
の
決
定
に
あ
た
り
、
入
居

申
し
込
み
者
の
入
居
資
格
お
よ
び
住

宅
困
窮
度
を
審
査
す
る
委
員
会
で
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市
営
住
宅
担
当
室

366
・
７
３
６
６

教
育
委
員
会
会
議

12
月
20
日

午
後
3
時
か
ら
　
会
場

京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す
（
会
場
が
狭
い
た
め

人
数
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

教
育
委
員
会
企
画
管
理
室

366
・
７

４
５
５

平
成
18
年
度
市
立
保
育
所
給
食
賄

い
材
料
供
給
者
説
明
会

12
月
15
日

会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松

戸
第
二
ビ
ル
五
階
会
議
室

※
詳
細
は
12
月
５
日

ま
で
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
課
市
立
保
育
所
担
当
室

366
・

7
3
5
1

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
、
工
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
12
月
31
日
現
在
で
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
経

済
動
向
を
把
握
す
る
た
め
の
重
要
な
資

料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
事
業
所
に
は
、

12
月
中
旬
か
ら
１
月
に
か
け
て
調
査
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
調
査
員
は
、
調
査
員
証
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
課
統
計
係

366
・
８
０
５
６

国
民
健
康
保
険
料
収
納
員
を
募
集

受
付
期
間
12
月
9
日

ま
で
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

対
象
心
身
と
も
に

健
康
で
、
収
納
業
務
に
専
念
で
き
る
四

十
五
歳
く
ら
い
ま
で
の
人
　
担
当
地
区

上
本
郷
・
新
作
・
中
根
・
北
松
戸
　
定

員
若
干
名
　

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
課
収
納
係

366
・
7
2
9
9

市
立
博
物
館
友
の
会
新
春
講
演
会

「
中
世
の
松
戸
と
原
氏
」

1
月
14
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
　
内
容
中
世
松
戸
の
高
城
氏
以
前
の

原
氏
に
関
す
る
講
演
会
　
講
師
佐
倉
市

史
編
さ
ん
委
員
・
外
山
信
司
氏
　
定
員

八
十
人
　
費
用
二
百
円
（
友
の
会
会
員

は
無
料
）

12
月
20
日

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
返
信
用

あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒
270
―
２
２
５

２
松
戸
市
千
駄
堀
六
七
一
　
市
立
博
物

館
友
の
会
「
新
春
講
演
会
」
係
（

384
・
８
１
８
１
）
へ

公
民
館
運
営
審
議
会

12
月
7
日

午
後
6
時
30
分
か
ら

会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室
　
傍
聴
定
員
先
着
十
人

※
議
題
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
民
館

368
・
１
２
１
４

松
戸
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の

変
更
案
の
縦
覧

12
月
5
日

〜
19
日

（
閉
庁
日
を

除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　
縦
覧

場
所
み
ど
り
と
花
の
課
（
市
役
所
新
館

八
階
）

内
容
生
産
緑
地
の
機
能
が
失

わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
変
更
、
お
よ
び
一

部
追
加
、
お
よ

び
土
地
区
画
整

理
事
業
に
伴
う

仮
換
地
指
定
に

よ
る
変
更

み
ど
り
と
花

の
課
保
全
班

366
・
７
３
７
８

応募要領…明るい選挙および明るい社会を
表現する内容で自作のもの（1人1点）で、
作品の左側端に学校名・学年・氏名を記入　
応募資格…市内在住の小・中・高校生　
規格…画仙紙（縦83㌢×横21.5㌢）
1月12日 までに、市内通学者は各学校

を通して、市外通学者は直接選挙管理委員
会事務局へ応募してください。
※応募作品はお返ししません。
※入選作品は平成18年2月11日 ～17日
午前10時～午後6時(最終日は午後3時ま
で)にアートスポットまつど（伊勢丹松戸
店新館9階）で展示します。
選挙管理委員会事務局 366－7386

平成18年度松戸市
入札参加資格審査申請
（中間）の受け付け

平成18年度松戸市簡易修繕
（営繕）業務受注資格審査申請

（中間）の受け付け

平成5年から毎年1回、市民・事業者・
行政等が協力して、環境美化活動を実施
しています。
安全で快適なまちづくりが進められる

よう、多くの皆さんのご理解とご協力を
お願いします。

12月4日 午前9時30分～11時〔小雨決
行〕 集合場所新松戸西口駅前　作業内容
ポイ捨てウオッチング（調査）、ごみ収集、
不法駐輪駐車・違法看板の追放など
都市整備本部企画管理室 366－7356

新松戸駅西口周辺

環境美化一斉行動を実施

昨年度の市長賞受賞作品

小学生の部
八ケ崎小学校
西川果那さん

中・高校生の部
新松戸北中学校
組田奈実さん

No.133

私が選んだ10大ニュース

年
の
瀬
も
迫
り
、
何
か
と
気

ぜ
わ
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ

て
、
私
な
り
に
松
戸
の
十
大
ニ

ュ
ー
ス
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。

○
千
葉
県
知
事
選
挙
・
同
県
議

会
議
員
補
欠
選
挙
（
3
月
）
と
、

衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ

る
（
9
月
）

衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
関

心
が
高
く
、高
投
票
率
で
し
た
。

○
「
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
が
改
正
さ
れ
、
重
点

推
進
地
区
で
の
違
反
者
に
は
直

ち
に
過
料
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
（
4
月
）

ま
だ
ま
だ
、
違
反
者
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
更
な
る
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

市
議
会
本
会
議
の
録
画
放
映

が
開
始
（
6
月
）

○
天
皇
陛
下
が
松
戸
新
田
に

あ
る
建
具
製
造
メ
ー
カ
ー「
ハ

リ
マ
産
業
株
式
会
社
」
を
視

察
さ
れ
ま
し
た
（
7
月
）

天
皇
陛
下
が
本
市
を
行
幸

さ
れ
た
の
は
、
初
め
て
の
こ
と

で
す
。

○
２
０
０
５
千
葉
き
ら
め
き
総

体
が
開
催
さ
れ
、
本
市
で
は
自

転
車
の
ト
ラ
ッ
ク
競
技
と
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
が
行
わ
れ
る（
8
月
）

市
内
高
校
の
選
手
の
み
な
ら

ず
、
生
徒
た
ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
躍
し
ま
し
た
。

○
牧
野
原
小
学
校
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

（
合
唱
）で
、
ま
た
第
一
中
学
校

が
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で

そ
れ
ぞ
れ
銅
賞
を
受
賞（
10
月
）

○「
閃
き
と
汗
・
エ
ジ
ソ
ン
展
」

が
開
催
さ
れ
る
（
10
月
）

入
場
者
総
数
一
万
一
千
三
百

七
十
五
人
を
集
め
、
盛
況
の
内

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

○
韓
国
テ
グ
市
の
視
覚
障
害
人

連
合
会
と
の
音
楽
交
流
会
が
、

ふ
れ
あ
い
22
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
（
10
月
）

本
市
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
コ
ー
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
と
の

合
唱
が
実
現
し
ま
し
た
。

○
市
立
病
院
で
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
が
本
稼
働
（
11
月
）

○
も
っ
た
い
な
い
運
動
の
推
進
、

神
田
紫
さ
ん
を
「
も
っ
た
い
な

い
大
使
」
に
任
命
（
12
月
に
予

定
）「

も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神

を
今
一
度
振
り
返
り
、
こ
の
運

動
を
市
役
所
内
外
に
広
く
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
あ
と
一
月
余

り
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
輝
か
し
い
新
年
を

迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

市民の皆さんの声を直接お聞きするため、
市長専用のファクスと、市長室直通のメール
ボックスを設置しています。
市政に関して感じていることや建設的なご
意見をお寄せください（できれば、連絡先電
話番号をお書き添えください）。
ファクス366ー2301
メールアドレス

mcmayor@city.matsudo.chiba.jp

エジソン展初日にテープカット
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高
等
学
校
入
学
資
金
を
貸
し
出
し

ま
す来

春
、
高
校
（
高
等
専
門
学
校
等
を

含
む
）
に
進
学
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん

の
い
る
家
庭
に
、
入
学
資
金
を
貸
し
出

し
ま
す
。

貸
付
額
三
十
万
円
以
内
（
公
立
・
私

立
で
は
額
が
異
な
り
ま
す
）

対
象
者

経
済
的
理
由
で
児
童
の
高
校
入
学
が

困
難
な
世
帯
で
あ
る
こ
と

保
護
者
が

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
一
年
以
上
登
録

さ
れ
て
い
て
、
引
き
続
き
市
内
に
居
住

し
て
い
る
こ
と

市
内
（
特
別
な
事
情

を
除
く
）
に
居
住
す
る
確
実
な
連
帯
保

証
人
が
得
ら
れ
る
こ
と
等
　
受
付
期
間

第
一
回
＝
1
月
6
日

31
日

、
第

二
回
＝
2
月
1
日

〜
3
月
10
日

申
請
書
配
布
場
所
児
童
福
祉
課
・
市
民

課
お
よ
び
各
支
所

※
進
学
希
望
先
が
決
ま
れ
ば
、
申
請
で

き
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

児
童
福
祉
課
給
付
担
当
室

366
・
３

１
２
７

農
耕
地
に
犬
・
猫
な
ど
を
入
れ
な

い
で
！

農
耕
地
に
犬
・
猫
な

ど
が
入
り
、
農
作
物
に

被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。

犬
・
猫
な
ど
が
農
耕

地
に
入
ら
な
い
よ
う
、
飼
い
主
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
政
課
指
導
係

366
・
７
３
２
８

外
環
三
郷
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
三
郷
南
I
C

の
区
間
が
開
通
し
ま
し
た

11
月
27
日
午
後
3
時
に
、
東
京
外
環

自
動
車
道
の
三
郷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か

ら
三
郷
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
区
間

（
延
長
四
・
一

）
が
開
通
し
ま
し
た
。

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
ハ
イ

ウ
ェ
イ
ガ
イ
ド

03
・
3
5
0
6
・
0

3
3
3

小
・
中
学
校
新
入
学
通
知
書
を
各

家
庭
に
郵
送
し
ま
す

新
入
学
通
知
書
は
、
12
月
9
日

頃

郵
送
す
る
予
定
で
す
。
該
当
す
る
お
子

さ
ん
が
い
て
、
12
月
14
日

ま
で
に
入

学
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
学
校
選
択
制
・
学
区
外
就
学

申
し
立
て
に
つ
い
て
の
ご
質
問
は
、
学

務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
務
課

366
・
７
４
５
７

視
覚
障
害
を
お
持
ち
の
人
「
テ
ー

プ
に
つ
い
て
話
し
ま
し
ょ
う
」

1
月
26
日

午
前
10
時
〜
正
午
　
会

場
健
康
福
祉
会
館
（
ふ
れ
あ
い
22
）

内
容
松
戸
朗
読
奉
仕
会
製
作
の
テ
ー
プ

に
関
す
る
話
し
合
い
（
朗
読
も
あ
り
ま

す
）

対
象
同
会
制
作
の
テ
ー
プ
（
声

の
広
報
ま
つ
ど
・
声
の
週
刊
新
潮
・
そ

の
他
）
を
聴
い
て
い
る
視
覚
障
害
者
・

こ
れ
か
ら
テ
ー
プ
を
聴
こ
う
と
思
っ
て

い
る
市
内
在
住
の
視
覚
障
害
者
　
費
用

無
料12

月
20
日

ま
で
に
、
電
話
で
同
会

・
高
橋

343
・
1
0
1
2
へ

「
わ
が
家
の
耐
震
対
策
と
悪
質
訪

問
リ
フ
ォ
ー
ム
」
の
講
演
会

12
月
14
日

午
後
2
時
30
分
〜
4
時

30
分
　
会
場
小
金
原
体
育
館
　
定
員
三

十
人
　
費
用
無
料
　

※
千
葉
県
建
築
士
事
務
所
協
会
松
戸
支

部
と
の
協
力
で
開
催
　

電
話
で
建
築
指
導
課

366
・
７
３
６

８
へ

市
立
松
戸
高
等
学
校
へ
の
転
入
学

試
験市

立
松
戸
高
等
学
校
で
は
、
転
入
生

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
試
験
を
行
い
ま

す
。

募
集
人
数
…
普
通
科

二
年
生
＝
二
人
、
国

際
人
文
科
二
年
生
＝

二
人

応
募
資
格
…
保
護
者
の
転
勤
等
に
伴
う

転
居
に
よ
り
、
在
籍
校
に
通
学
で
き
な

い
生
徒
等

募
集
期
間
…
12
月
12
日

〜
21
日

試
験
日
…
12
月
22
日

※
必
要
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
立
松
戸
高
等
学
校

385
・
３
２
０

１

今
年
も
、
市
内
河
川
で

油
流
出
事
故
が
発
生
し
、

対
策
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
市
内
の
川
が
ま

す
ま
す
き
れ
い
に
な
り
、

少
量
の
油
類
で
も
川
を
汚

し
て
し
ま
い
ま
す
。
き
れ

い
な
川
を
守
る
た
め
各
家

庭
や
各
事
業
所
で
再
度
油

類
の
流
出
防
止
に
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
保
全
課
水
質
保
全

係

366
・
7
3
3
7

松
戸
市
の
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
男
女
共
同

参
画
推
進
協
議
会
（
第
四
次
）
を
設
置
し
ま
す
。

今
回
の
協
議
会
は
、
第
三
次
実
施
計
画
策
定
に
向
け

た
検
討
を
行
い
ま
す
。
こ
の
協
議
会
に
参
画
を
希
望
す

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
…
平
成
20
年
3
月
31
日
ま
で

対
象
…
市
内
在
住
で
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
心
の
あ
る
人

募
集
人
数
…
三
人

12
月
20
日

ま
で
に
、「
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
千
二
百
字
程
度
の
レ

ポ
ー
ト
を
持
参
し
て
、
直
接
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
受
け
付
け
で
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

女
性
セ
ン
タ
ー

364
・
8
7
7
8

「
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
費
補
助
金
」の
訂
正

と
お
詫
び

11
月
15
日
号
に
お
い
て
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の

補
助
率
を
「
購
入
価
格
の
二
分
の
一
相
当
額
」
と
誤
っ

て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
購
入
価
格
の
三
分

の
一
相
当
額
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

環
境
業
務
課

366
・
7
3
3
2

六
十
五
歳
ま
で
の
安
定
し
た
雇
用
を

確
保
す
る
た
め
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用

の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
六
十
五
歳
未

満
の
定
年
を
定
め
て
い
る
事
業
主
は
、

平
成
18
年
4
月
1
日
か
ら
六
十
二
歳（
最

終
的
に
は
六
十
五
歳
）
ま
で
の
定
年
の

引
き
上
げ
・
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
等

の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ

ま
す
。

な
お
、
年
齢
に
つ
い
て
は
、
下
表
に

よ
り
段
階
的
に
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

千
葉
労
働
局
職
業
対
策
課
高
齢
対
策

係

043
・
202
・
5
1
3
2
、
松
戸
公
共

職
業
安
定
所

367
・
8
6
0
9

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
17
年
9
月

12
日
付
け
を
も
っ
て
提
出
さ
れ
た
「
松

戸
市
職
員
措
置
請
求
書
」（
一
般
職
職

員
の
調
整
手
当
返
還
及
び
支
給
差
止
め

に
関
す
る
措
置
請
求
・
一
般
職
職
員
の

調
整
手
当
差
額
返
還
及
び
支
給
差
止
め

に
関
す
る
措
置
請
求
）
に
つ
い
て
、
同

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
監
査
を
実
施

し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り

公
表
し
ま
す
。

平
成
17
年
10
月
24
日

松
戸
市
監
査
委
員
　
小
林
　
捷
明

同
　
　
　
　
三
好
　
徹

同
　
　
　
　
渡
辺
美
喜
子

同
　
　
　
　
桜
井
　
秀
三

情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
市
政
参
加
を
一
層
進

め
、
よ
り
開
か
れ
た
ク
リ
ス
タ

ル
な
市
政
の
実
現
を
目
指
す
も

の
で
す
。

総
務
企
画
本
部
総
務
課
情
報

公
開
担
当
室

366
・
７
１
０
７

■
公
文
書
開
示
請
求
・
申
出

平
成
17
年
4
月
1
日
か
ら
9
月
30
日

ま
で
の
公
文
書
開
示
請
求
・
申
出
の
処

理
件
数
は
六
十
六
件
で
し
た
。
文
書
不

存
在
な
ど
を
除
く
開
示
率
は
百

で
す

（
一
部
開
示
を
含
む
）。

実
施
機
関
別
の
開
示
状
況
に
つ
い
て

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
異
議
申
立

て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実施機関別開示請求・申出状況（別表）

※上記以外の実施機関（選挙管理委員会、公平委員会、農業委員会、固定資産
評価審査委員会、水道事業管理者）については、開示請求・開示申出はあり
ませんでした。

〜
平
成
17
年
度
上
半
期
の
実
施
状
況
〜

行政資料センターで請求を受け付けています

○
一
般
職
職
員
の
調
整
手
当
返
還
及
び

支
給
差
止
め
に
関
す
る
措
置
請
求
＝
請

求
人
の
主
張
に
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な

い
た
め
棄
却
す
る
。

○
一
般
職
職
員
の
調
整
手
当
差
額
返
還

及
び
支
給
差
止
め
に
関
す
る
措
置
請
求

＝
請
求
人
の
主
張
に
は
い
ず
れ
も
理
由

が
な
い
た
め
棄
却
す
る
。

※
監
査
結
果
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
も
で
き

ま
す
。

監
査
委
員
事
務
局

366
・
7
3
8
5

住
民
監
査
請
求
の
結
果
を
公
表
し
ま
す

実施機関 計
決 定 内 容 請求取り

下げ開示 一部開示 非開示 文書不存在

開
示
請
求

市長 40 11 25 0 1 3
教育委員会 7 3 4 0 0 0
監査委員 2 0 1 0 1 0
病院事業管理者 6 0 5 0 0 1
消防長 3 3 0 0 0 0
議会 4 4 0 0 0 0
合計 62件 21件 35件 0件 2件 4件

開
示

申
出

市長 4 1 3 0 0 0
合計 4件 1件 3件 0件 0件 0件

改
正
「
高
齢
法
」
の
施
行
が

迫
っ
て
い
ま
す

平成18年4月1日～平成19年3月31日　　　62歳
平成19年4月1日～平成22年3月31日　　　63歳
平成22年4月1日～平成25年3月31日　　　64歳
平成25年4月1日以降　　　　　　　　　 65歳

き
れ
い
な
川
を
守
る
た
め
に

油
類
の
取
り
扱
い
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

■
行
政
資
料
セ
ン
タ
ー

行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
別
館

一
階
）
で
は
、「
公
文
書
公
開
コ
ー
ナ
ー
」

を
備
え
、
公
文
書
開
示
請
求
の
受
け
付

け
や
相
談
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

各
種
行
政
資
料
の
閲
覧
や
、
一
部
の
資

料
に
つ
い
て
は
有
償
頒
布
や
貸
し
出
し

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

こんなことに気をつけて！
◎台所で使用した天ぷら油等の油類を流さ
ない
◎自動車等の機械類の整備から出る油は、
適正に処理する
◎ストーブ等の残灯油の処分を適正にする
◎油水分離槽の管理を適正にする
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松
戸
地
方
特
別
支
援
教
育
研
究

連
盟
合
同
作
品
展

12
月
4
日

ま
で
の
午
前
10
時
〜
午

後
6
時
　
会
場
文
化
ホ
ー
ル
　
内
容
松

戸
・
鎌
ケ
谷
市
立
の
小
・
中
学
校
の
特

殊
学
級
、県
立
松
戸
つ
く
し
養
護
学
校
、

県
立
松
戸
養
護
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
、

授
業
で
制
作
し
た
作
品
（
絵
画
・
切
り

絵
・
習
字
・
工
作
・
縫
製
品
・
木
工
品

他
）
を
展
示

第
一
中
学
校
・
坂
本

363
・
４
１
７

１
ガ
チ
ョ
ウ
冬
の
夜
の
オ
カ
リ
ナ

コ
ン
サ
ー
ト

12
月
14
日

午
後
6
時
開
演
　
会
場

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
（
JR
柏
駅
下
車
）

内
容

オ
カ
リ
ナ
・
ピ
ア
ノ
・
バ
イ
オ
リ
ン
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、
懐
か
し
い
曲
・
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
・
世
界
の
名
曲
他
を

演
奏
　
費
用
千
八
百
円
（
前
売
り
千
五

百
円
）

電
話
で
ま
ち
づ
く
り
N
P
O
セ
レ
ガ

366
・
８
８
０
３
へ

パ
ソ
コ
ン
相
談
と
操
作
指
導

12
〜
1
月
の
第
一
・
二
木
曜
日
午
後

１
時
〜
４
時
の
一
時
間
　
会
場
文
化
ホ

ー
ル
　
内
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
個

別
相
談
会
　
対
象
生
涯
学
習
活
動
を
す

る
上
で
、
パ
ソ
コ
ン
利
用
に
悩
ん
で
い

る
人
　
費
用
無
料

電
話
で
生
涯
学
習
情
報
プ
ラ
ザ

367

・
７
８
７
１
（
月
曜
日
休
館
）
へ

ゆ
う
キ
ッ
ズ
・
親
子
で
遊
ぼ
う

12
月
5
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
内

容
親
子
で
の
自
由
遊
び
と
語
ら
い
他

対
象
一
歳
児
の
親
子
　
費
用
三
百
円

野
村

366
・
０
４
０
６

も
っ
と
知
ろ
う

わ
が
ま
ち
松
戸

12
月
14
日

午
前
9
時
30
分
松
戸
駅

集
合
（
正
午
松
戸
駅
解
散
）

行
き
先

松
戸
駅
西
側
（
平
潟
遊
郭
跡
・
女
体
神

社
・
庚
申
塔
他
）

定
員
先
着
十
五
人

費
用
五
百
円

ぐ
る
り
東
葛

A
＝
12
月
21
日

午
前
9
時
30
分
総

武
流
山
電
鉄
鰭
ケ
崎
駅
集
合
（
正
午
同

電
鉄
流
山
駅
解
散
）

行
き
先
流
山（
赤

城
神
社
・
近
藤
勇
陣
屋
跡
他
）

B
＝
1
月
18
日

午
前
9
時
10
分
松

戸
駅
集
合
（
午
後
0
時
30
分
真
間
山
下

バ
ス
停
解
散
）

行
き
先
市
川
（
下
総

国
分
寺
・
弘
法
寺
・
手
児
奈
霊
堂
）

と
も
、
定
員
各
先
着
二
十
五
人

費
用
各
五
百
円

と
も
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
レ
ガ

366
・
８
８
０
３
へ

み
ん
な
で
歌
う
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト

12
月
15
日

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
21

内
容
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
を
コ

ー
ラ
ス
・
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
・
テ
ノ
ー
ル
ソ

ロ
で
演
奏
、
当
日
参
加
で
客
席
と
一
緒

に
歌
う
曲
も
あ
り
　
費
用
五
百
円
（
入

場
料
、
楽
譜
代
等
を
含
む
）

女
声
合
唱
団
チ
ェ
チ
ー
リ
ア
・
阿
部

362
・
２
２
５
８

は
〜
い
ビ
ス
カ
ス
定
例
相
談
会

12
月
6
日

午
後
2
時
〜
5
時
　
会

場
ユ
ー
カ
リ
ハ
イ
ツ
一
〇
一
（
JR
北
松

戸
駅
下
車
）

内
容
専
門
家
に
よ
る
療

育
・
介
護
等
の
相
談
　
対
象
精
神
不
安

・
知
的
障
害
児
（
者
）
・
高
齢
者
等
の

本
人
ま
た
は
家
族
　
費
用
五
百
円

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ト
ー
タ
ル

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
「
は
〜
い
ビ
ス
カ

ス
」

367
・
２
８
１
１
へ

常
盤
平
女
声
合
唱
団
　
一
緒
に

歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か

12
月
6
日

午
前
10
時
〜
正
午
　
会

場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
女
声

・
混
声
合
唱
、
ピ
ア
ノ
・
ソ
プ
ラ
ノ
ソ

ロ
の
演
奏
、
客
席
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

歌
う
　
費
用
百
円

直
接
会
場
で

同
団
・
天
野

388
・
４
１
１
５

ラ
デ
ィ
カ
ル
絵
画
展

12
月
7
日

〜
11
日

午
前
10
時
〜

午
後
6
時（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

会
場
文
化
ホ
ー
ル
　
内
容
油
彩
・
ミ
ク

ス
ト
メ
デ
ィ
ア
　
費
用
無
料

同
会
・
折
茂

363
・
０
５
４
８

日
本
画
院
千
葉
地
区
展

12
月
10
日

〜
16
日

午
前
10
時
〜

午
後
6
時
（
初
日
は
午
後
2
時
か
ら
、

最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

会
場
ア

ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
ま
つ
ど
（
伊
勢
丹
松
戸

店
新
館
九
階
）

内
容
日
本
絵
画
作
品

展
　
費
用
無
料

同
会
・
鈴
木

365
・
０
８
７
４

野
鳥
観
察
会

12
月
11
日

午
前
8
時
JR
新
八
柱
駅

前
集
合
（
ま
た
は
午
前
8
時
30
分
八
柱

霊
園
正
面
入
り
口
集
合
、
午
前
11
時
30

分
現
地
解
散
、
雨
天
中
止
）

会
場
八

柱
霊
園
　
内
容
松
戸
の
冬
鳥
等
の
観
察

持
ち
物
筆
記
用
具
・
観
察
用
具
等
　
費

用
無
料
（
交
通
費
実
費
）

松
戸
み
ど
り
と
花
の
基
金

345
・

９
８
４
６

歳
末
ふ
れ
あ
い
の
集
い

12
月
14
日

午
後
1
時
30
分
か
ら

会
場
健
康
福
祉
会
館
（
ふ
れ
あ
い
22
）

内
容
①
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
る
靴
作

り
の
工
夫
②
バ
イ
オ
リ
ン
と
親
し
む
集

い
　
講
師
①
フ
リ
ー
ゲ
イ
ト
義
肢
装
具

研
究
所
・
鯨
岡
久
士
氏
　
演
奏
②
ア
ン

ト
ニ
オ
・
斉
藤
氏
　
費
用
無
料

※
一
般
の
人
の
車
で
の
来
場
は
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

12
月
10
日

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
松
戸
市
身
障
運
転
者
協
会

・
草
間

365
・
０
７
３
７
へ

ろ
う
そ
く
で
心
を
灯
す
ス
ロ
ー

ラ
イ
フ
の
夕
べ

12
月
17
日

・
18
日

午
後
5
時
〜

7
時
　
会
場
蔵
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
結
花（
北

総
線
矢
切
駅
下
車
）

内
容
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
＆
ろ
う
そ

く
の
明
か
り
で
軽
食
　
定
員
各
回
二
十

四
人
　
費
用
各
回
三
千
八
百
円
（
食
事

代
を
含
む
）

矢
切
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
会

361
・
２
１

０
３

豪
州
派
遣
日
本
語
教
師
助
手
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
説
明
会

12
月
10
日

午
後
6
時
〜
7
時
30
分

会
場
市
民
会
館
　
対
象
二
十
〜
六
十
歳

代
の
人
　
定
員
先
着
三
十
人
　
費
用
三

百
円
（
資
料
代
）

直
接
会
場
で

日
豪
人
物
及
び
文
化
交
流
協
議
会

050
・
１
２
０
１
・
３
４
２
８

パ
ソ
コ
ン
無
料
相
談
会

毎
月
第
三
木
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
4
時
の
一
時
間（
予
約
制
・
先
着
順
）

会
場
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

内
容
N
P
O
団
体
（
パ
ソ
コ
ン
１
１
９
）

と
市
の
協
働
事
業
に
よ
る
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
の
相
談

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

368

・
１
８
１
４

と
も
し
び
読
書
会

12
月
15
日

午
前
10
時
〜
正
午
　
会

場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
内
容

「
螢
川
・
泥
の
河
」宮
本
輝
著
　
費
用
三

百
円
　

電
話
で
徳
島

388
・
１
８
８
０
へ

家
庭
教
育
学
級
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト

12
月
15
日

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場
市
民
劇
場
　
内
容
歌
う
道
徳
講
師

・
大
野
靖
之
氏
が
人
間
本
来
の
不
変
の

テ
ー
マ
を
力
強
く
、
優
し
く
表
現
　
定

員
先
着
百
人
　
費
用
無
料

電
話
で
公
民
館

368
・
１
２
１
４
へ

松
戸
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
「
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
　
ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
」

12
月
18
日

午
後
2
時
〜
4
時
　
会

場
森
の
ホ
ー
ル
21

内
容
市
民
公
募
の

合
唱
団
と
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

費
用
全
席
自
由
千
五
百
円
（
前
売
り
千

二
百
円
）

松
戸
市
音
楽
協
会
事
務
局

383
・
０

１
１
１

松
戸
国
際
高
等
学
校
・
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
25
日

午
後
6
時
〜
7
時
30
分

会
場
森
の
ホ
ー
ル
21

内
容
P
T
A
コ

ー
ラ
ス
・
合
唱
・
吹
奏
楽
に
よ
る
演
奏

費
用
無
料

同
校
・
竹
中

386
・
０
５
６
３
へ

房
総
ロ
ン
グ
ハ
イ
キ
ン
グ

1
月
28
日

〜
29
日

〔
一
泊
二
日
〕

行
き
先
一
日
目
＝
高
宕
山
登
山
、
二
日

目
＝
石
尊
山
〜
麻
綿
原
〜
清
澄
山
〜
三

石
山
（
約
二
十
五

、
七
里
川
温
泉
に

宿
泊
）

対
象
市
内
在
住
で
六
十
五
歳

ま
で
の
健
康
な
人
　
定
員
先
着
二
十
人

費
用
一
万
円
（
バ
ス
代
・
宿
泊
費
・
二

食
弁
当
代
）

12
月
20
日

〔
必
着
〕
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
で
〒
270
│
０
０
２
１
松
戸
市
小
金

原
七
の
二
九
の
一
八
　
松
戸
山
の
会
・

桑
原
年
一
（

342
・
１
４
０
０
）
へ

松
戸
子
ど
も
か
る
た
大
会

1
月
29
日

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

30
分
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
松
戸
の
か
る
た
を
使
用
し
た
大
会

対
象
市
内
在
住
の
小
学
生
　
費
用
三
百

円
（
参
加
賞
・
保
険
料
を
含
む
）

12
月
28
日

ま
で
に
、
所
定
の
用
紙

（
市
内
の
小
学
校
・
こ
ど
も
課
で
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
フ
ァ
ク
ス

で
こ
ど
も
課

366
・
４
４
７
７
へ

松
戸
カ
ル
タ
協
会
・
小
川

344
・
０

５
８
０

も

よ

お

 

も

の

 

催

し

物

 

催

し

物

 

ゆ

い

せ
き
そ
ん
さ
ん

い
し
さ
ん

み
つ

し
ち
り
が
わ

ま
め
ん
ば
ら

た
か
ご
さ
ん

き
よ
す
み
や
ま

東
松
戸
病
院
・
健
康
塾

12
月
9
日

午
後
2
時
30
分
〜
4
時

会
場
同
病
院
　
内
容
い
つ
か
旅
立
つ
日

の
た
め
に「
緩
和
ケ
ア
と
終
末
期
医
療
」

講
師
同
病
院
保
健
福
祉
医
療
局
長
・
山

崎
俊
司
　
定
員
先
着
五
十
人
　
費
用
無

料
　電

話
で
同
病
院
保
健
福
祉
医
療
室

391
・
５
５
０
０
へ

転
倒
予
防
教
室

12
月
16
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
　
会
場
六
実
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館

内
容
転
倒
予
防
の
講
話
と
体
操
（
実
技
）

講
師
保
健
福
祉
課
理
学
療
法
士
　
定
員

先
着
三
十
人
　
費
用
無
料

※
運
動
が
で
き
る
服
装
・
靴
で

電
話
で
五
香
六
実
地
区
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー

386
・
１
３
１
６
へ

愛
の
献
血

稔
台
連
合
町
会

12
月
3
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後

3
時
30
分
　
会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

松
戸
市
婦
人
団
体
連
絡
会

12
月
29
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

会
場
ダ
イ
エ
ー
新
松
戸
店
前

と
も
、
持
ち
物
身
分
証
明
書

※
全
血
液
型
の
血
液
が
不
足
し
て
い
ま

す
。

保
健
福
祉
課

366
・
７
４
８
７

認
知
症
予
防
教
室

12
月
20
日

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
読
み

・
書
き
・
計
算
に
よ
る
認
知
症
予
防
に

つ
い
て
　
講
師
く
も
ん
学
習
療
法
セ
ン

タ
ー
開
発
部
長
・
山
根
直
寛
氏
　
定
員

先
着
五
十
人
　
費
用
無
料

12
月
19
日

ま
で
に
、
電
話
で
明
第

一
地
区
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

308

・
７
８
２
３
へ

五
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
体
験
講
習
会

12
月
7
日

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

30
分
　
会
場
常
盤
平
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
　
内
容
日
ご
ろ
の
食
事
の
バ
ラ
ン
ス

チ
ェ
ッ
ク
・
外
食
や
総
菜
の
上
手
な
と

り
方
に
つ
い
て
の
講
話
、
一
食
分
の
実

習
と
試
食
　
対
象
当
講
座
未
受
講
の
人

定
員
先
着
三
十
人
　
持
ち
物
エ
プ
ロ
ン

・
三
角
き
ん
・
ふ
き
ん
・
手
ふ
き
・
筆

記
用
具
　
費
用
無
料

本
日
午
前
9
時
か
ら
、
電
話
で
常
盤

平
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

384
・
１
３
３

３
へ介

護
予
防
教
室

12
月
20
日

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

会
場
市
民
会
館
　
内
容
高
齢
者
を
狙
う

悪
質
商
法
に
つ
い
て
　
講
師
千
葉
県
消

費
生
活
指
導
員
　
対
象
お
お
む
ね
六
十

五
歳
以
上
の
人
　
定
員
先
着
三
十
人

費
用
無
料

電
話
で
本
庁
地
区
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー

363
・
６
８
２
３
へ

け

ん

こ

う

 

健
　
康 

健
　
康 

子どもを遊ばせながら、子育てのこと
などについておしゃべりしませんか。地
域子育て支援センターの職員が、会の進
行役をして、終了後は個別相談の時間も
設けます。
12月15日 午前10時～11時15分　会
場女性センターゆうまつど　定員先着親
子10組　費用無料
電話で女性センター 364─8778へ

働きたいという気持ちがある人同士で、
気軽にお話をしませんか。終了後は個別
相談の時間を設けます。
12月13日 午前10時15分～11時15分
会場女性センターゆうまつど　対象働き
たい女性　定員先着10人　費用無料
電話で女性センター 364─8778へ

ひ
ら
か
た

こ
う
し
ん

ひ
れ
が
さ
き

ぐ
ほ
う

て

こ

な

と
も
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普
通
救
命
講
習
会
（
応
急
手
当

の
基
本
コ
ー
ス
）

12
月
10
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後

0
時
30
分
　
会
場
小
金
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
・
A
E
D

操
作
　
定
員
先
着
五
十
人
　
費
用
無
料

※
修
了
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。

※
一
時
保
育
あ
り
（
要
予
約
、
一
歳
十

カ
月
以
上
就
学
前
ま
で
、
先
着
二
十

人
、
お
や
つ
代
一
人
二
百
円
）

12
月
1
日

・
2
日

午
前
9
時
〜

午
後
5
時
の
間
に
、
電
話
で
消
防
救
急

課

363
・
１
１
１
５
へ

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
（
三
級

程
度
）

2
月
1
日

・
2
日

・
6
日

・

8
日

・
9
日

・
13
日

・
16
日

・
17
日

・
21
日

・
22
日

・
23
日

、
3
月
22
日

、
お
よ
び
施
設
実
習

等
二
日
間
の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
日

時
に
変
更
の
場
合
あ
り
）

会
場
社
会

福
祉
協
議
会
（
総
合
福
祉
会
館
内
）
・

市
内
施
設
　
対
象
市
内
在
住
で
全
日
程

受
講
可
能
な
人
　
定
員
四
十
人
（
抽
選
）

費
用
一
万
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

12
月
21
日

〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
（
一
人
一
枚
）
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
受
講
目
的
を
記
入
し
て
、

〒
271
│
０
０
９
４
松
戸
市
上
矢
切
二
九

九
の
一
　
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
ふ

れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
係
（

368

・
２
９
４
１
）へ

C
A
P
お
と
な
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ12

月
3
日

午
後
2
時
〜
4
時
　
会

場
勤
労
会
館
　
内
容
C
A
P
（
子
ど
も

へ
の
暴
力
防
止
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験

定
員
先
着
三
十
五
人
　
費
用
二
百
円（
資

料
代
）

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
C
A
P
今

日
和
・
竹
内

348
・
２
７
３
２
へ

パ
ソ
コ
ン
講
習

1
月
31
日

ま
で
の
希
望
日

午
前

10
時
〜
午
後
0
時
30
分

午
後
1
時
〜

3
時
30
分
　
会
場

快
適
I
T
空
間
・

松
戸
教
室
（
市
民
劇
場
向
か
い
）

内

容
基
本
操
作
と
年
賀
状
作
り
　
対
象
初

心
者
　
定
員
各
回
先
着
二
人
　
費
用
各

回
二
千
五
百
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
二

百
円
）

電
話
で
同
団
体
・
石
井

389
・
１
９

５
２
へ

親
子
の
ス
ー
パ
ー
紙
と
ん
ぼ
教

室
と
指
導
者
講
習
会

12
月
3
日

午
後
1
時
〜
3
時
　
会

場
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
対

象
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
親
・
祖
父

母
　
定
員
先
着
十
五
組
三
十
人
　
費
用

百
円
（
材
料
費
）

※
当
日
午
後
3
時
〜
5
時
に
、
同
会
場

で
指
導
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

定
員
先
着
三
十
人
　
費
用
無
料

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ス
ー
パ
ー

紙
と
ん
ぼ
の
会
・
鎌
形

364
・
５
０

８
４
へ

読
み
聞
か
せ
の
た
め
の
発
声
講
座

12
月
14
日

午
前
9
時
45
分
〜
11
時

45
分
　
会
場
市
民
劇
場
　
内
容
読
み
聞

か
せ
の
技
術
向
上
の
た
め
の
講
座
　
講

師
演
出
家
・
直
井
修
一
氏
　
対
象
読
み

聞
か
せ
を
実
践
し
て
い
る
人
　
定
員
先

着
五
十
人
　
費
用
五
百
円

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
子
ど
も
読

書
応
援
団
・
桑
田

346
・
８
１
３
１
へ

こ
ど
も
囲
碁
教
室
（
文
化
庁
委

嘱
事
業
）

12
月
25
日

〜
29
日

、
1
月
5
日

〜
9
日

〔
全
十
回
〕
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
　
会
場
東
葛
棋
楽
会
事
務
局

（
緑
ケ
丘
）

対
象
小
・
中
学
生
　
定
員

先
着
二
十
人
　
費
用
九
百
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

12
月
8
日

〔
消
印
有
効
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
学
年
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
271
│
０
０
７
４
松
戸
市
緑
ケ
丘
一
の

一
三
三
　
東
葛
棋
楽
会
・
三
由
恒
正（

364
・
１
６
６
１
）
へ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会

12
月
2
日
〜
16
日
の
毎
週
金
曜
日〔
全

三
回
〕
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
1
時

会
場
常
盤
平
体
育
館
　
対
象
初
心
者
の

成
人
女
性
　
定
員
先
着
十
人
　
費
用
無

料
当
日
会
場
で

松
戸
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ブ
・
高
津

344
・
５
１
２
６

フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
（
ミ
ニ
サ
ッ

カ
ー
）

12
月
17
日

〔
雨
天
の
場
合
は
12
月

18
日

〕
午
前
８
時
30
分
集
合
　
会
場

和
名
ケ
谷
小
学
校
　
内
容
ミ
ニ
サ
ッ
カ

ー
の
指
導
と
大
会
　
対
象
小
学
生
以
上

費
用
百
円
（
保
険
料
）

電
話
で
体
育
指
導
委
員
・
宗
形

392

・
４
８
８
０
へ

こ

う

ざ

 

講
座
・
講
演 
講
座
・
講
演 

こ

う

え

ん

 

ス
ポ
ー
ツ 

ス
ポ
ー
ツ 

こ
ん

き
ゃ
っ
ぷ

き
ら
く

む
ね
か
た

に
ち
わ

パソコン・デジカメ講座

講　座　名 日　　時 内　　容
デジカメ年
賀状

12/12 午前9時30分
～正午

画像を入れてワード
で作成

デジカメ1
年生

12/12 午後1時30分
～4時30分

撮影・パソコンへの
取り込み・印刷等

デジカメ2
年生

12/19 午後1時30分
～4時30分

フリーソフトによる
画像の編集

デジカメ3
年生

12/23 午前9時30分
～午後0時30分

ワードへの画像の取
り込み・飾り付け

エクセル1
年生

12/16 午後1時15分
～4時15分

基本・表の作成・印
刷等

エクセル2
年生

12/23 午後1時15分
～4時15分

数式・関数・グラフ
等

無料ビデオ
編集体験会

12/16 午前9時30分
～11時30分

動画・静止画による
ビデオアルバム

会場 馬橋東市民センター ～ 新松戸市民セン
ター　定員各先着8人　費用 2,500円 ～ 各3,000
円 無料
電話またはファクスで、まちづくりNPOセレガ
366─8803へ

再
生
自
転
車
を
販
売

12
月
3
日

〜
5
日

午
前
10
時
〜

午
後
3
時
　
会
場
生
き
が
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
新
京
成
五
香
駅
東
口
か
ら
新
京

成
バ
ス
乗
車
、「
新
栄
町
入
口
」
下
車
）

販
売
台
数
二
十
台
（
売
り
切
れ
次
第
終

了
）

価
格
五
千
〜
一
万
二
千
円
（
防

犯
登
録
付
き
）

松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

384
・
３
１
９
１

松
戸
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
税
の
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
さ
れ
る

個
人
事
業
者
へ

平
成
17
年
に
新
た
に
課
税
事
業
者
と

な
っ
た
個
人
事
業
者
、
な
ら
び
に
平
成

18
年
に
課
税
事
業
者
で
あ
る
個
人
事
業

者
が
、
消
費
税
の
簡
易
課
税
制
度
を
選

択
す
る
に
は
、
12
月
31
日

ま
で
に「
消

費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
課
税
事
業
者
は
、
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
の
期
限
内
納
付
の
た

め
に
、
納
税
資
金
の
積
み
立
て
を
お
願

い
し
ま
す
。

税
務
署
の
駐
車
場
が
使
用
で
き
ま
せ
ん

同
署
で
は
、
確
定
申
告
会
場
用
の
プ

レ
ハ
ブ
を
設
置
す
る
た
め
、
平
成
18
年

4
月
下
旬
ま
で
駐
車
場
が
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
電
車
・
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。松

戸
税
務
署

363
・
１
１
７
１

「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者

等
」
に
補
償
金
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
す支

給
対
象
者
平
成
8
年
3
月
31
日
ま

で
に
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
療
養
所
等
に
入

所
し
て
い
た
人
で
、
補
償
法
施
行
日（
平

成
13
年
６
月
22
日
）
に
生
存
し
て
い
る

人
　
補
償
金
を
請
求
で
き
な
い
人
す
で

に
補
償
金
を
受
け
て
い
る
人
、
ハ
ン
セ

ン
病
に
関
す
る
裁
判
上
の
和
解
が
成
立

し
て
い
る
人
　
請
求
期
限
平
成
18
年
6

月
21
日

補
償
金
支
給
請
求
書
の
配

布
窓
口
松
戸
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
松

戸
保
健
所
）
健
康
生
活
支
援
課
、
県
健

康
福
祉
部
健
康
増
進
課
疾
病
対
策
室
ハ

ン
セ
ン
病
担
当
　
請
求
書
の
提
出
先
厚

生
労
働
省
健
康
局
疾
病
対
策
課
ハ
ン
セ

ン
病
係

厚
生
労
働
省
健
康
局
疾
病
対
策
課
ハ

ン
セ
ン
病
係

03
・
５
２
５
３
・
1
1

1
1
内
線
２
９
８
０
、
２
３
６
９

成
田
山
初
詣
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集

1
月
21
日

午
前
8
時
30
分

ふ
れ

あ
い
ネ
ッ
ト
ま
つ
ど
事
務
所
前
（
JR
北

小
金
駅
下
車
）
集
合
　
内
容
高
齢
者
・

障
害
者
の
会
員
に
同
行
し
、
介
助
・
協

力
を
す
る
　
定
員
先
着
十
人
　
費
用
五

千
円
（
バ
ス
代
・
食
事
代
を
含
む
）

※
車
い
す
研
修
あ
り

12
月
16
日

ま
で
に
、
電
話
で
同
会

346
・
０
８
６
６
へ

「
固
定
資
産
課
税
台
帳
登
録
事

項
要
約
証
明
書
」
を
廃
止
し
ま
す

市
で
交
付
し
て
い
る
土
地
・
家
屋
の

所
在
地
・
面
積
・
所
有
者
等
を
記
載
し

た
要
約
証
明
書
は
、
個
人
情
報
の
保
護

を
図
る
た
め
、
3
月
31
日

を
も
っ
て

廃
止
し
ま
す
。
4
月
以
降
は
、
法
務
局

で
交
付
し
て
い
る「
登
記
事
項
要
約
書
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
課

366
・
７
３
２
３

松
戸
市
書
道
展
覧
会
出
品
作
品

を
募
集

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
十

六
歳
以
上
の
人
　
部
門
漢
字
・
か
な
・

詩
文
書
・
て
ん
刻
・
刻
字
・
そ
の
他
・

高
校
生
　
規
格
て
ん
刻
＝
四
十
一

×

四
十
五

、
刻
字
＝
百
四
十

×
三
十

五

以
内
、
そ
れ
以
外
＝
小
画
仙
紙
半

切
以
内
　
費
用
三
千
円
（
高
校
生
千
円
）

※
縦
横
自
由
。
作
品
は
未
発
表
の
も
の

で
、
表
装
（
仮
巻
き
は
不
可
）
と
し
、

額
装
は
ひ
も
を
つ
け
る
こ
と

2
月
11
日

午
前
11
時
〜
午
後
4
時

の
間
に
、
作
品
を
直
接
文
化
ホ
ー
ル
へ

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

366
・
７

４
６
２ お

し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

テ
ニ
ス
教
室
（
硬
式
）

シ
ニ
ア
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

1
月
〜
3
月
の
毎
週
火
曜
日
午
後
2

時
〜
4
時
　
会
場
栗
ケ
沢
公
園
庭
球
場

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
で
五
十
歳
以
上

の
人
　
定
員
三
十
人
（
抽
選
）

費
用

九
千
円
（
テ
ニ
ス
保
険
料
を
含
む
）

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

1
月
〜
3
月
の
毎
週
土
曜
日
A
＝
午

前
8
時
〜
9
時
30
分
、
B
＝
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
　
会
場
中
央
公
園
庭
球
場

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
　
定
員
六

十
人
（
抽
選
）

費
用
九
千
円（
テ
ニ
ス

保
険
料
を
含
む
）

と
も
、
12
月
15
日

〔
必
着
〕

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
教
室
名
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番
号

・
希
望
ク
ラ
ス
（
第
二
希
望
ま
で
）・

返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒
270
│

８
７
９
９
松
戸
北
郵
便
局
私
書
箱
十
二

号
　
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
〔

341
・
１

１
３
３
（
火
・
木
・
土
曜
日
の
昼
間
）〕

へ
青
少
年
教
室
「
ク
リ
ス
マ
ス
の

壁
飾
り
を
つ
く
ろ
う
」

12
月
18
日

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

会
場
青
少
年
会
館
　
内
容
折
り
紙
を
使

っ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
か
わ
い
い
壁

飾
り
を
作
製
　
対
象
小
学
生
（
保
護
者

の
参
加
可
）

定
員
先
着
二
十
人
　
費

用
五
百
円

電
話
で
青
少
年
会
館

344
・
８
５
５

６
へ中

高
年
初
心
者
英
会
話
教
室

12
月
20
日
か
ら
毎
週
火
曜
日

12
月
21
日
か
ら
毎
週
水
曜
日

12
月
22

日
か
ら
毎
週
木
曜
日

12
月
23
日
か
ら

毎
週
金
曜
日
〔
各
十
回
、
12
月
24
日

〜
1
月
9
日

を
除
く
〕
の
午
後
2
時

〜
4
時
　
会
場

五
香
市
民
セ
ン
タ
ー

東
部
市
民
セ
ン
タ
ー

馬
橋
東
市
民

セ
ン
タ
ー

稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

市

民
会
館
　
内
容

〜

基
本
か
ら
じ
っ

く
り
学
ぶ

海
外
旅
行
状
況
別
実
用
初

級
　
定
員
各
先
着
十
五
人
　
費
用
各
一

万
二
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

電
話
で
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
・
栗
原

070
・
５
４
５
１
・
４
５
５
１
へ

千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支
部

首
都
圏
弁
護
士
会
支
部
サ
ミ
ッ
ト

12
月
10
日

午
後
2
時
〜
5
時
　
会

場
商
工
会
館
　
内
容
司
法
制
度
の
運
営

等
の
現
状
報
告
・
弁
護
士
や
市
民
代
表

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

定
員
先
着
二
百
人
　
費
用
無
料

法
廷
傍
聴
会

12
月
13
日

午
後
1
時
〜
5
時
　
会

場
同
会
同
支
部
（
松
戸
駅
西
口
下
車
）

・
千
葉
地
方
裁
判
所
松
戸
支
部
　
内
容

傍
聴
事
前
説
明
会
・
法
廷
傍
聴
・
傍
聴

後
の
解
説
　
定
員
先
着
二
十
人
　
費
用

無
料

直
接
会
場
で

12
月
2
日

午
前

10
時
か
ら
、
電
話
で
同
会
同
支
部

366

・
６
６
１
１
へ

松
戸
村
立
雑
学
大
楽

12
月
18
日

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

会
場
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
新
京
成
八
柱

駅
下
車
）

テ
ー
マ
江
戸
つ
ま
み
簪
作

り
五
十
四
年
　
講
師
江
戸
つ
ま
み
簪
継

承
者
・
穂
積
実
氏
　
費
用
無
料

直
接
会
場
で

石
崎

344
・
２
９
５
１
（
夜
間
の
み
）

か
ん
ざ
し

初心者のためのWindowsパソコン教室

持ち物筆記用具・ノートパソコン（貸し出しあり）
電話またはファクスで、ぱそこん119・西岡

360─9036へ

講　座　名 日　　時 会　場 定員 費　用

まだ間に合う
年賀状作り

12/6 午前10
時～午後5時

市民活動
サポート
センター

先着
15人

4,500円
（テキスト
代を含む）

住所録作成と
年賀状あて名
印刷

12/9 午後1
時30分～5時

文化ホー
ル

先着
15人

2,000円
（テキスト
代を含む）

さあはじめよ
う♪♪インタ
ーネット・E
メール

12/13 午前
10時～午後5
時

市民活動
サポート
センター

先着
15人

4,500円
（テキスト
代を含む）
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森のホール21 384-5050 森のホール21チケットガイド 森のホール21チケットセンター 384-3331

市民団体等主催の無料相談

期　日 内　　容 開演時間 会　場 料　金

※会場はいずれも森のホール21（★は市民会館）です。
※友の会先行予約を行う公演については、一般発売がない場合もありますのでご了承く
ださい。

※森のホール21チケットセンターの受け付け時間は午前10時～午後7時、12/28 ・1/4
は午前10時～午後5時〔月曜日は休館（祝日の場合は開館し、翌日休館）。年末年始
は12/29 ～1/3 が休館〕です。

※詳細はホームページをご覧ください。
http://www.morinohall21.com/

1/  7
ハンガリー国立ブダペスト・オペレッ
タの名曲によるニューイヤーガラコン
サート2006

14:00 大ホール※発売中

S席 9,000円
A席 7,000円
Sペア券（会員のみ）

12,000円

市立図書館 365-5115絵本はじめのいーっぽ

主
催
・
問
い
合
わ
せ

松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷

（
と
や
）

345

─3548

松
戸
市
精
神
障
害
者
家
族
会
土

曜
会
（
ビ
オ
ラ
工
房

331

─

6018

）

呆
け
老
人
を
か
か
え
る
家
族
の

会
・
田
村

341

─1612

相　談　名 日　　時 会　場 内容・対象等 主催・問い合わせ

借地借家の相談 12/10 午後1
時～4時 勤労会館 契約書等があれ

ば持参ください
松戸借地借家人組合・外谷
（とや） 345─3548

こころの家族相
談室（秘密厳守）

毎月第1・3土
曜日午前10時
～午後3時

健康福祉会
館（ふれあ
い22）

「こころの病」の
人を抱える家族

松戸市精神障害者家族会土
曜会（ビオラ工房 331─
6018）

同日・同時間に電話相談も受け付け（ 383─5551）
認知症（痴ほう
症）介護相談

12/14 午後1
時～3時

馬橋市民セ
ンター

介護者の相談と
交流

呆け老人をかかえる家族の
会・田村 341─1612

おはなしキャラバン 344-3037

13 倉本裕基　PIANO  CONCERT 2006 19:00 大ホール※発売中
S席 4,800円
A席 4,000円

22 日本芸能　和力・横山茂ジョイントコ
ンサート 16:00 市民会館★※発売中 全席自由 3,500円

市民劇場 368-0070

期　日 内　　容 開演時間 問い合わせ先
12/  3 第17回「おはなしフェスティバル2005」12:00 市立図書館 365─5115

4 「折り梅」上映会と松井久子人権講演会 13:00 市）市民相談課 366─7319

休館日…月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）・12/29 ～1/3
※駐車場はありません。

市民会館 368-1237

10 松戸市PTA音楽祭 12:00 松戸市PTA連絡協議会388─7827

常盤平児童福祉館 387-3320

事業名 日　　時 会　場 内容／対象／費用

移

動

児

童

館

12/1～15の毎週木曜日 午前10
時～正午 午後2時～4時30分 青少年会館 内容 わくわく広場 あそぼう

会　対象 乳幼児とその親 主に
小学生　費用無料12/6 午前11時15分～午後0時

30分 午後2時～4時30分
運動公園小
体育室

12/7 ・14 午前10時～正午 青少年会館
樋野口分館

内容わくわく広場　対象乳幼児
とその親　費用無料

12/7 ・14 午後3時15分～4時
30分

柿ノ木台公
園体育館

内容あそぼう会　対象主に小学
生　費用無料

12/13 午前10時～正午 午後
2時～4時30分

稔台市民セ
ンター

内容 わくわく広場 あそぼう
会　対象 乳幼児とその親 主に
小学生　費用無料

21 寺井尚子コンサート　2006 17:00 市民会館★※発売中 全席指定 5,500円

19 美川憲一コンサート 14:30
18:30

大ホール
※発売中 S席 7,000円

11 エリック・ベルショ　ピアノエレガン
ス 18:30 小ホール※発売中 全席指定 3,500円

21世紀の森と広場パークセンター 345-8900

行　事　名 日　　時 講　師　等 定員／費用

講習会 みどりの講習会「ミニ門松作り」
12/17 午後1時
30分～3時30分

県立流山高等学校
教諭・高野泰信氏

定員先着20人　費
用1,000円（要予約）

観察会 バードウオッチング（雨天中止）
12/18 午前10時
～11時30分

自然解説員・今村
裕之氏

定員当日先着25人
費用無料

電話でパークセンターへ（午前9時～午後5時）

相　談 毎週水・土・日曜日と祝日の午前10時～正午と午後1時～3時30分
みどりの相談員による花や緑に関する相
談（電話でも受け付けます）

開館時間…午前9時～午後4時（2/28 まで） 休館日…月曜日（祝日の場合は開館し、
翌日休館）、パークセンター・自然観察舎＝12/28 ～1/4 、公園＝12/30 ～1/1
※バーベキューのお問い合わせは 385─1815または 384─2234へ

期　日 会　　場 時　　間 内　　容

12/  3 市民会館 正午～午後4時 おはなしフェスティバル2005
人形劇「三枚のお札」他

新松戸市民センター
午後3時30分～4時14 図書館本館

21 図書館小金分館
12/15 馬橋市民センター

午後3時～4時
アニメーション「ロバのシルベスタ
ーとまほうのこいし」
人形劇「三枚のお札」16 稔台市民センター

対象3～9歳　費用無料
※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。
※靴を入れるビニール袋持参にご協力ください。

期　日 内　　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先
12/  3 松元ヒロソロライブ ★ 19:00 青木 386─9154

4 月曜民謡会創立20周年記念チャリティー
民謡まつり 10:00 成清 385─7158

9 アルハンブラの想い出をひく会 14:00 きしきギター教室・吉敷363─5439

休館日…月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）・12/29 ～1/3
※駐車場はありません。

10 ピアノ発表会 12:30 横山 369─0428

11 段位認定カラオケ大会 10:00 松戸カラオケ交友会・上野090─5798─2745
13 健康カラオケコンテスト 18:00 冨永 341─3623
14 松戸童謡の会　童謡を歌う（月例会） ★ 13:55 鈴木 343─6631

17
ピアノ発表会 13:00 村木ピアノ教室367─5919
純子音楽教室クリスマスコンサート 18:15 杉本 367─1624

期　日 会　　場 時　　間
12/14 女性センターゆうまつど

（申し込み制、女性センター 364─8778）午前10時30分～11時10分21
12/16 CMS子育て支援センター（六高台保育園内）
20 チェリッシュ・サポート・システム（野菊野保育園内）午前10時50分～11時30分
22 矢切公民館
対象乳幼児（0～3歳くらい）とその保護者　費用無料
※各会場とも駐車場はありません。

2/11 宝塚歌劇団OGによるザ・ショウ「New
York～New York」 15:00 大ホール※発売中

S席 6,000円
A席 4,500円

26
しまじろう　うみのだいぼうけん
※3歳以上有料、2歳以下ひざの上無料
※1人1回10枚まで

13:30
16:30

大ホール
※発売中 全席指定 1,500円

3/  2 夏川りみコンサート 18:30 大ホール※発売中
S席 5,500円
A席 4,500円

11 ベルリン・フィルハーモニー・ブラス
・クインテット 18:00 大ホール※発売中

一般 3,000円
学生 1,000円

17 森山良子コンサート 18:30 大ホール※発売中
S席 6,300円
A席 4,500円

午前10時30分～11時10分

7 絵本「てんぷくちふく」
紙芝居「きんのがちょう」

絵本「こびとのくつや」
紙芝居「マルーシカと12の月たち」

期　日 内　　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先

大
ホ
ー
ル

12/  1
しまじろうのクリスマスコンサート

★

14:00
16:30 こどもちゃれんじお客様相談

窓口
0070─800─55─41032

10:00
12:40
15:20

3 ポール・モーリアグランドオーケス
トラ ★ 15:00 ケイ・ポイント048─881─2200

4 特選！名曲集　ピアノヒッツ ★ 14:00 CC MUSIC FACTORY03─5210─9072

7 リ・コウコウ　リサイタル ★ 18:30 MIN─ONチケットセンター03─3226─9999

10 ハーレム・ゴスペル・クワイア ★ 15:00 テイト･チケットセンター03─3402─9911

11 新松戸コール・マミー25周年コンサ
ート ★ 14:00 遠藤 341─9429

13 ブロードウェイ・ミュージカルカン
パニー ★ 18:30 光藍社 03─3943─9999

16 アマデウス室内オーケストラ／江原
啓之 ★ 19:00 アスペン 03─5467─0081

18 松戸市民コンサート「ミサ・ソレム
ニス」 ★ 14:00 松戸市音楽協会事務局383─0111

22 フィンランド・クリスマス・フェス
ティバル ★ 17:30 光藍社 03─3943─9999

23 クリスマスバレエコンサートVol. 5 17:00 上野 04─7155─1540

小
ホ
ー
ル

12/  3 松戸市民劇団ボイストレーニング公
開練習 ★ 13:00 石上 389─1977

11 松戸芸術舞踊協会第21回チャリティ
ー公演 ★ 16:00 小野田 363─4636

17 ファンタスティックコンサート 11:45 池本音楽教室 368─0245

20 松戸青少年交響楽団クリスマスコン
サート 18:30 尾崎 384─3127

21 ミシュク　ロマンティック・ピアノ
2005 ★ 18:30 光藍社 03─3943─9999

24 ERIアートバレエサークル合同発表
会 17:00 ERIアートバレエ090─3595─4708

25
小谷久美子ピアノ音楽教室発表会 10:00 小谷久美子ピアノ音楽教室346─2527
松戸国際高等学校クリスマスコンサ
ート2005 18:00 松戸国際高等学校・竹中386─0563

休館日…月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）・12/29 ～1/3
※公演によっては駐車場が大変混雑します。電車・バスをご利用ください。

22 英語のお話とうたの発表会 14:00 鈴木 04─7149─5163

24 聖徳大学フォークソングクラブ第30回定期
演奏会 16:00 佐藤 080─5480─3785

17 「孤独死ゼロ作戦を考える」地域フォーラム 13:00 市）高齢者福祉課366─7343

22 山本祐ノ介プロデュース　森のサロン
コンサート～おしゃべりクラシック～ 14:00

レセプショ
ンホール
※発売中

全席自由 4,000円
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救急医療体制
◆テレホン案内サービス

366─0010
〔当日の医療機関（待機病院、休日在宅当
直医、夜間小児急病診療所、休日土曜日
夜間歯科診療所等）を案内〕
平日　午後4時30分～翌日午前9時
休日と土曜 午前9時～翌日午前9時
◆夜間小児急病診療所 360ー8900
衛生会館内　毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所 365ー3430
衛生会館内　午後8時～11時
※電話番号のかけ間違いにご注意く
ださい。

衛
生
会
館
所
在
地
…

竹
ケ
花
四
五
の
五
三

人口と世帯（11月1日現在）
人口　474,400人　　 〔＋ 167〕
男　237,927人　　 〔＋ 107〕
女　236,473人　　 〔＋ 60〕
世帯　196,090世帯　 〔＋ 210〕

※平成12年度国勢調査の確定値を基準として
集計した常住人口です。

内
は
前
月
比

〔 〕

○お気軽にご相談ください　12月の相談あんない○ ※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

松戸駅 
JR線 北松戸 金町 

柏 税務署 金町 

市役所 

東葛飾支庁 
中央保健福祉 
センター 

新 

京 

成 線 東口 

国道6号 

上
本
郷 

相談名 期　日 時　間 会　場

市政・一般民事 月～金曜日 午前8時30分～午後5時 市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

※
な
お
、
最
終
の
受
け
付
け
は
、各
相
談
の
終
了
時
間

の
お
お
む
ね
一
時
間
前
と
し
ま
す
（
予
約
制
の
相

談
は
除
く
）。

市
民
相
談
課

366
・
７
３
１
９

※
一
般
民
事
相
談
＝
金
銭
・
身
の
上
・
相

続
・
離
婚
等
家
庭
問
題
の
相
談

交通事故 月・火・木曜日 午前9時～午後4時

法律相談
（予約制）

月・火・木曜日 午後1時～5時

第1月曜日は午前9時～正午のみ

税務相談 第2金曜日 午後1時～5時

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時

不動産相談 第1～第3水曜日 午後1時～5時

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

住宅リフォーム 第3水曜日 午前10時～午後4時
住宅政策課
366－7366マンション管理

相談（予約制） 第1水曜日 午前9時～正午

人権相談

第1～第3金曜日

第1火曜日

第1木曜日

午前10時～午後3時

午前10時～午後3時

午前10時～午後3時

市役所相談
コーナー

六実支所

小金原市民セ
ンター

市民相談課
366－7319

千葉地方法
務局松戸支
局
363－6278

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局でも行っています。

ゆうまつど
こころの相談
（予約制）

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女性センター

（相談室直通）
363－0505

第2～第4木曜日

第1木曜日 午後2時～8時

女性のしご
と情報相談

火・木曜日
（祝日を除く） 午前10時～午後3時

女性センターしごと
サポートコーナー

女性センター
364－8778

相談名 期　日 時　間 会　場

福祉相談所
（福祉なんでも相
談）

第1・第4金曜日 午前10時～午後3時 市役所相談コーナー
松戸市社
会福祉協
議会
368－0912

第1火曜日 午前10時～午後3時 六実支所

第1木曜日 午前10時～午後3時 小金原市民センター

毎週水曜日 午前10時～午後3時 松戸市社会福祉協議会

労働相談 毎週月曜日 午後1時～5時 勤労会館

商工観光課
366－7327

経営相談
（予約制） 月・水・金曜日 午後1時～5時 商工観光課

相談コーナー

※内職相談は東葛飾県民センター（ 361－4089）で行っています。

就学相談（予約制）
月～金曜日 午前8時30分～

午後5時
教育研究所（予約専用）

366－7600教育相談（予約制）

青少年相談
（電話）

月～金曜日

午前8時30分～
午後4時30分

こども課
363－7867

青少年相談
（来所）〔予約制〕

午前8時30分～
午後5時

こども課
366－7464

子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～
午後5時

CMS子育て支援センター
394－5590

チェリッシュ・サポート・
システム 308－5880

子すずめ子育て支援センター
387－0124

家庭児童相談
月～金曜日 午前8時30分～

午後5時
児童福祉課内
366－3941母子婦人相談

高齢者無料職業
紹介所（65歳以上） 月～金曜日 午前9時～午後5時

（正午～午後1時を除く）
松戸市社会福祉協議会

365－4712

消費生活相談
（まずはお電話で）

月～金曜日 午前8時30分～
午後4時

消費生活センター
365－6565

高年齢者職業
相談

月～金曜日（第3
木曜日を除く） 午前9時～午後5時

高年齢者職業相談室
368－5656

市
で
は
、
新
成
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
と
も
に
楽
し
い
行
事
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者
に
は
、
12
月
2
日

に
案

内
状
を
発
送
し
ま
す
。
12
月
8
日

ま
で
に
届
か
な
い
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
1
月
9
日

午
前

10
時
30
分
か
ら
　
会
場
森

の
ホ
ー
ル
21

対
象
昭
和

60
年
4
月
2
日
〜
61
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
市
民

※
会
場
の
駐
車
場
は
限
り

が
あ
る
た
め
、
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
新
京
成
八
柱
駅
南
口
か
ら
無
料
送

迎
バ
ス
（
午
前
9
時
45
分
始
発
）

を
順
次
運
行
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

成
人
式
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

成
人
式
当
日
の
運
営
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
新
成
人
以
外
の
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
。

内
容
①
会
場
案
内
（
車
い
す
の
介
助

等
）
②
交
流
会
（
景
品
の
交

換
等
）
③
受
付
（
式
次
第
の

配
布
）
募
集
人
数
①
一
〜
二

人
程
度
②
十
人
程
度
③
十
人

程
度

募
集
期
間
12
月
22
日

ま
で

※
謝
礼
や
交
通
費
等
の
支
給

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
（
一
面

右
上
を
参
照
）。

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
社
会
教
育

課
社
会
教
育
係

366
・
7
4
6
2
へ

m
csh
ak
aik
y
ou
ik
u
@
city
.m
at-

su
d
o.ch
ib
a.jp

前回の成人式

レトロな雰囲気でおもてなし

ピアノ演奏しながら歌う、韓国視覚障害人
連合会のユ・ジョアンさん

コ
ー
ヒ
ー
と
あ
ん
ぱ
ん
を
味
わ
い
な
が
ら
、
講

演
に
聞
き
入
る
参
加
者
の
皆
さ
ん

前二列が韓国視覚障害人連合会の皆さん、後列が
松戸市のコールハーモニーの皆さん

韓
国
・
大
邱
か
ら
来
日

ふ
れ
あ
い
22
で
音
楽
交
流
会

戸
定
が
丘
歴
史
公
園
内
の
松
雲
亭
で
、

10
月
30
日
、「
将
軍
珈
琲
を
味
わ
う
会
」（
松

戸
市
観
光
協
会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

珈
琲
が
日
本
で
初
め
て
公
文
書
に
登
場

し
た
の
は
、十
五
代
将
軍
・
徳
川
慶
喜
が
、

欧
米
の
公
使
を
招
い
て
ふ
る
ま
っ
た
と
さ

れ
る
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
。「
将
軍
珈

琲
」は
、
そ
の
史
実
に
思
い
を
は
せ
て
、
慶

喜
公
の
ひ
孫
に
あ
た
る
徳
川
慶
朝
さ
ん
が

自
ら
焙
煎
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
モ
ー
ニ
ン
グ
姿
の
案
内
人
が

出
迎
え
、
メ
ー
ド
姿
の
ウ
エ
ー
ト
レ
ス
が

接
待
。
松
戸
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
・
石
上
瑠
美

子
さ
ん
と
戸
定
歴
史
館
学
芸
員
に
よ
る
歴

史
ミ
ニ
講
演
を
聞
き
な
が
ら
、「
将
軍
珈
琲
」

と
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
あ
ん
ぱ
ん
」
の
味
を
堪

能
し
ま
し
た
。

10
月
26
日
、
健
康
福
祉
会
館
（
ふ
れ

あ
い
22
）
で
、
日
・
韓
視
覚
障
害
者
音

楽
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

松
戸
市
と
大
邱
（
テ
グ
）
広
域
市
は
、

平
成
元
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
視
覚
障
害
者
の
音
楽
交

流
会
は
今
回
が
初
め
て
。

松
戸
市
障

害
者
団
体
連
絡
協
議
会
が
実
現
さ
せ
ま

し
た
。

来
日
し
た
の
は
、
韓
国
視
覚
障
害
人

連
合
会
の
大
邱
広
域
支
部
か
ら
視
覚
障

害
者
な
ど
約
二
十
人
。松
戸
市
か
ら
は
、

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
コ
ー
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
」
か
ら
約
五
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

音
楽
交
流
会
で
は
、
弾
き
語
り
で「
釜

山
港
に
帰
れ
」
な
ど
披
露
し
た
ユ
・
ジ

ョ
ア
ン
さ
ん
に
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
韓
国
・
日
本
の
歌
を
そ
れ
ぞ

れ
歌
っ
た
後
に
、「
ア
リ
ラ
ン
」「
さ
く

ら
さ
く
ら
」
な
ど
を
両
国
の
参
加
者
が

合
唱
し
ま
し
た
。

交
流
の
輪
は
広
が
り
、「
来
年
は
ぜ
ひ

韓
国
で
」と
い
う
声
も
上
が
り
ま
し
た
。

よ
し
と
も


